
表-2 評価方法 

分類 試験名 目的

針入度試験

軟化点試験

DSR試験

マーシャル安定度試験 密度・安定度の評価

ＷＴ試験 耐流動性の評価

繰り返し曲げ試験 ひび割れ抵抗性の評価

特殊添加剤添加後
のアスファルトの

物性評価

特殊添加剤添加後のアスファ
ルトの性状評価(ベースアス
ファルト:改質Ⅱ型)

ひび割れ対策
アスコンの物性評

価
 

表-3 DSR試験結果 

添加剤
特殊添加剤
添加量％

G*sinδ
（25℃）

G*/sinδ
（60℃）

無添加 0 1.05 5.08
1.0 0.58 3.65
1.5 0.47 2.9
2.0 0.43 2.64
指標 ひび割れ抵抗性 耐流動性

Ａ

 

 

図-1 軟化推移 

表-1 配合表 
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１．はじめに  

 本研究の対象である，ひび割れ抵抗性に優れた混合物（以下ひび割れ対策アスコン）は，ひび割れ抵抗性お

よび疲労抵抗性を高めることを目標とし，ポリマー改質アスファルトⅡ型（以下改質Ⅱ型）に特殊添加剤を添

加したものである． 

本稿では，特殊添加剤を添加したアスファルト（以下添加剤混合 As）の性状

および添加剤混合 As を用いた混合物の性状を評価するため，特殊添加剤の添加

量を変化させた場合の，一般性状，動的粘弾性，混合物の締固め特性，耐流動性，

疲労抵抗性および感温性の変化と，アスファルト性状と混合物性状の相関関係を

確認した結果について報告する． 

２．評価の対象と方法 

 本検討では，改質Ⅱ型を用いた砕石マスチックアスファルト混合物（5mm）を

基本配合とし，使用 As は特殊添加剤を添加した特殊添加剤混合 As とした．配合

を表-1に示す. 特殊添加剤混合Asを用いたひび割れ対策アスコンの評価項目は，

表-2に示す．   

３．特殊添加剤添加後のアスファルトの特性評価   

特殊添加剤の添加によるアスファルト性状の変化を，

図-1，表-3に示す．特殊添加剤量を増やしていくことで，

針入度は徐々に値が増加し，軟化していく傾向が認めら

れる．また軟化点については，添加量の増加により徐々

に低下し，針入度と同様に軟化する傾向が認められる． 

DSR試験結果G*sinδ（25℃）は，添加量の増加に伴って低下

する傾向を示し，ひび割れ抵抗性が向上していると想定される．

また，G */sinδ（60℃）においても添加量の増加に伴って低下す

る傾向が認められるが，これは逆に耐流動性が低下する傾向を

示しており，ひび割れ抵抗性と耐流動性は相反性状を有してい

ると推測される． 

４. ひび割れ対策アスコンの評価 

 マーシャル安定度試験を用いた締固め度の評価は，通常温度

165℃突き固めと通常温度より-30℃の135℃突き固めにより行

い，突き固め回数は片面50回とした．添加量の違いによる締固

め度の変化を，図-2に示す． 

試験結果から，特殊添加剤の添加量を増加させることで，通常

の締固め温度より-30℃とした場合においても十分な締固め度

キーワード アスファルト，アスファルト混合物，ひび割れ対策，ライフサイクルコスト 

 連絡先 〒154-8515 東京都世田谷区世田谷 4-28-1 国士舘大学理工学部理工学科まちづくり学系 

TEL03-5481-3264 

V-430 令和3年度土木学会全国大会第76回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - V-430 -



 

図-3 耐流動性の変化 

 

図-2 締固め度の変化 

 

が得られやすい傾向が認められ，施工性を向上させる効果が

あると判断できる． 

添加量の違いによる耐流動性の変化を，ホイールトラッキ

ング試験で評価した．試験結果を図-3に示す．  

試験結果から，特殊添加剤の添加量を増やすにつれ，耐流動

性が低下する傾向にあると判断できる．  

 同様に，疲労抵抗性の変化を，繰り返し曲げ試験の疲労破

壊回数で確認した．試験結果を図-4に示す．特殊添加剤の添

加量1.5%までは，添加量の増加とともに疲労抵抗性が向上す

るものの，2.0%になると低下する傾向が認められた．このこ

とより特殊添加剤の適正添加量は1.5%と判断した． 

 また，1.5％添加による感温性の変化を圧裂試験の圧裂強度比

（0℃圧縮強度/60℃圧縮強度）で評価した．試験結果を図-5

に示す．試験結果から，特殊添加剤を添加することで，圧裂

強度比が大きくなっていることから，感温性が高くなってい

ると判断できる． 

5. ＤＳＲ試験と繰り返し曲げ試験の相関 

特殊添加剤混合Asの評価に用いたDSR試験によるG*sinδと

ひび割れ対策アスコンの疲労抵抗性の評価に用いた繰り返し

曲げ試験の相関を図-6に示す．この結果から，両者の相関が

高いことが確認できる（相関係数0.91）．このことから，特殊

添加剤を添加することで，疲労抵抗性およびひび割れ抵抗性

が向上していると判断できる． 

６. まとめ 

 試験結果より，特殊添加剤を添加することで，疲労抵抗性

が向上する傾向が認められた．また，相反性状となる耐流動

性と疲労抵抗性についても，適正な添加量を選定することに

より，耐流動性を確保しつつ，ひび割れ抵抗性に優れた混合

物を作成できることが確認された． 

 上記より，ポリマー改質Ⅱ型アスファルトに特殊添加剤を

添加することで，従来品より施工性の改善，ライフサイクル

コストの縮減につながると考えられる． 
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図-4 疲労抵抗性の変化 

 

図-6 DSR試験と繰り返し曲げの相関図 

 

図-5 圧裂強度比 
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